
対　　象：本学の全教職員
配 布 数：565名
調査方法：無記名アンケート方式
実施期間：平成25年７月1日（月）～7月31日（水）
回 答 数：217名
回 答 率：38.4%

《下記、設問を 全体 ・ 性別 ・ 職種別 に集計》 (n= 母数  MT=複数回答の合計数　  ※小数第1位までの表記　)

◆男女共同参画についてお尋ねします

Ⅲ‐Ｑ2.本学で男女共同参画を推進することにはどのような効果があると思いますか。（複数回答可）

 【Ⅲ‐Ｑ２　性別回答率】

 【Ⅲ‐Ｑ２　職種別回答率】

ク ロ ス 集 計 報 告 
京都工芸繊維大学　男女共同参画に関する意識調査（平成25年度）
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若年者へのロールモデルになる 

女性理系進学者の増加 

社会的ニーズにこたえることで大学のイメージがアップする 
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その他 

無回答 (n=217   MT=661) 
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教員・研究員 

女性 

男性 

全体 

53.8% 

52.3% 

33.8% 

33.1% 

32.3% 

28.5% 
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無回答 

教員・研究員 職員 

【回答率】 

1



　【Ⅲ‐Ｑ４　性別回答率】 　【Ⅲ‐Ｑ４　職種別回答率】

　【Ⅲ‐Ｑ５　性別回答率】 　【Ⅲ‐Ｑ５　職種別回答率】

Ⅲ-Q5.本学での業務上（職務上）での男女差を感じたことはありますか。

Ⅲ-Q4.本学の男女共同参画の進展度についてどう思いますか。
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0.5% 

27.6% 

かなり進んでいる 

少し進んでいる 

ほとんど変わらな

い 
後退している 

わからない 

(n=217）   

4.6% 

3.6% 

55.4% 
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　【Ⅲ‐Ｑ６　性別回答率】 　【Ⅲ‐Ｑ６　職種別回答率】

◆仕事と生活の両立についてお尋ねします。
Ⅳ-Q3.育児または介護中も仕事（研究）を継続したい（したほうがいい）と思いますか。

Ⅲ‐Q６.上記で「ある」と答えた方にお伺いします。それはどのような点ですか。（複数回答可）
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3.7% 

14.8% 

40.7% 

14.8% 
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績
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司
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司
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司
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　【Ⅳ‐Ｑ３　性別回答率】 　【Ⅳ‐Ｑ３　職種別回答率】

Ⅳ-Q4.育児または介護中にはどのような支援が必要だと思いますか。（複数回答可）

　【Ⅳ‐Ｑ４　性別回答率】

Ⅳ-Q3.育児または介護中も仕事（研究）を継続したい（したほうがいい）と思いますか。
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迎
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介
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介
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迎
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介
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　【Ⅳ‐Ｑ４　職種別回答率】

　　（複数回答可）

Ⅳ-Q5.本学において男女共同参画推進のために、どのような対策や支援制度が必要だと思いますか。
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司
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イ
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提
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シ
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介
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迎
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介
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Q4.育児または介護中にはどのような支援が必要だと思いますか。（複数回答可） 教員・研究員 職員 
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　【Ⅳ‐Ｑ5　性別回答率】

　【Ⅳ‐Ｑ5　職種別回答率】

Ⅳ-Q5.本学において男女共同参画推進のために、どのような対策や支援制度が必要だと思いますか。
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提
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シ
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